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(X,Y,Z,T)

現在位置
HELP!

環境

災害

物流

衛星測位衛星測位

すべての事物・現象の精確な位置と
時刻を与える

移動ロボット
(災害､農業､建設､福祉)

ＩＴＳ（高度道路交通システム）
災害対応
環境監視

救助に向

かう位置

を正確に

知りたい

交通

救急人流

4次元の実空間情報（X,Y,Z,T)

位置情報サービス
（LBS)

情報検索サービス

今、実空間のどこに
何があるか？

次はどうなりそうか？

治安

今、自分はどこにいる
のか？

衛星測位＋実空間情報
を共通に利用することで、
より効果的なサービスの
連携、高度化が可能。

衛星測位＋実空間情報
を共通に利用することで、
より効果的なサービスの
連携、高度化が可能。

何が起きているのか？

電子政府・
自治体
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ITSにおける次の競争領域

• 安全や環境負荷抑制のための運転支援
– 高精度で安定的な測位技術と3次元電子地図利用技術、制御技術な

どの組み合わせが重要

カーブの手前（無理なく減速できる
地点）で，カーブの曲率半径，片勾
配の値を入手する必要がある

《車線変更時の警告》

車線数，車線
幅員，どの車
線を走行中か

1. ITS（高度道路交通システム）

アメリカ国防省によるグランドチャレンジ

3次元地図を作

成しながら
自動走行

3次元地図を作

成しながら
自動走行

新鮮で高精度
な3次元地図

が必要

新鮮で高精度
な3次元地図

が必要

http://english.peopledaily.com.cn/200705/23/eng20070523_377167.html

Personal 
Mobility 
Vehicle

Personal 
Mobility 
Vehicle
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Navitime: Supporting Pedestrian Navigation in the Real World
M. Arikawa, S. Konomi, K. Ohnishi, pp. 21-29 

IEEE Pervasive Computing
Vol.6 No.3, 2007

日本はLBS（位置に基づく情報サービス）先進国
日本はLBS（位置に基づく情報サービス）先進国2. LBS（位置に基づく情報サービス）
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お掃除ロボット Big DogPC Watch「３９，８００円のお掃除ロボット「ルンバ」レポートより

http://pc.watch.impress.co.jp/docs/2002/1226/roomba.htm JARA資料

6

スプレーコントロール

地図表示・編集

薬剤散布制御

ヘッド詰まり監視

計画

施肥

種まき

水・薬品

収穫

生産
ガイダンス

アーム高制御

個体物散布

自動ステアリング

ガイダンス
自動ステアリング

ガイダンス

自動ステアリング

種まき・苗植え

全ての営農プロセスで活用が可能

33--22 ITIT（精密）農業（精密）農業
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OIE Project

３次元CADモデルとそれを用いた建設工程シミュレーション

Courtesy: Prof. Heng Li (Hong Kong Polytechinic University)
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実際の作業と工程シミュレーション結果をCGで比較
（Outrigger Installation Day 5）

Courtesy: Prof. Heng Li (Hong Kong Polytechinic University)比較を通じて工程管理が
うまく行くだけでなく、

作業記録も併せて残すこと
で、作業遅れなど「失敗例」
の蓄積と原因解析が可能に

なる。
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まとめ
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まとめ
安全・安心（防犯から地震まで）

高齢化社会
（高齢者の社会参加支援）

地球温暖化

国際競争力
強化など

HELP!
環境

共通基盤技術
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共通基盤技術？

センシング？

ポジショニング？

共通IDの管理・利用技術？

実世界情報獲得技術

実世界情報管理技術

4次元実世界情報の再構成・DB化技術？

個人情報保護と利用の
両立技術？

データ同化？

実世界情報の検索技術？

実世界情報利用技術

異なる空間参照系の
相互連携技術？

実世界サービスイノベーション？

都市・国土空間デザインとの融合？
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衛星測位衛星測位

ロボット
(災害､農業､建設､福祉)

ＩＴＳ（高度道路交通システム）
災害対応
環境監視

救助に向

かう位置

を正確に

知りたい

4次元の実空間情報（X,Y,Z,T)

位置情報サービス
（LBS)

情報検索サービス
電子政府・
自治体

(X,Y,Z,T)

•4次元データの収集、管理技術

•人とマシンが共通利用できる4次
元実空間情報（電子地図）の開発

屋外から屋内まで、どこでもシームレスに測位できる技術

•実空間情報（環境、交通など）を収集
する大規模センサネットワーク技術

•プライバシー保護と利用を両立
できる位置匿名化技術

•実空間現象（環境変動、交通現象、災
害時の被害発生・波及現象など）に関
する統合的なシミュレーション技術

•異なる時空間表現の相互変換技術

•モバイル環境にいる人やマシン相互の無線通信技術

•より高精度、安定的なリアルタイム測位技術
•ジャミングなどに対して頑健な測位技術
•異なる衛星を利用した複合測位技術
•測位衛星の監視・運用技術など

•膨大なセンサ情報等を統合して、実
空間の状況を把握・推測する技術

•時空間情報の検索技術

•実世界のリアルタイム・自動マッピング技術

•4次元情報の標準的な記述方法や、データ形式の開発

•実世界共通IDの付与・管理・利用技術
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共通基盤技術を通じて
共通化と連携を加速することが重要

• 個別にうまくやっているのだから、そのままでいいのでは？
– 標準化戦略に裏打ちされたグローバルな競争が始まる。

– 個別にやると「ガラパゴス化」するか、滅亡するか!?

• 共通化のメリットは大きい
– データ収集、統合の無駄をできるだけ減らし、コスト競争力を強化

– （もちろん、国際標準化を通じた「仲間作り」が不可欠。）

• システムの連携を促進でき、高付加価値サービスが実現。
– 個々のシステムが、同じ実世界データを利用することで、自然に情報

が連携する。

– 個々のシステムを改良しなくても、全体のサービス水準が大きく向上
する。

– システムの組み合わせを変えるだけで新しい需要、利用形態に対応
した高付加価値サービスを生成できる。
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車両やロボットの車両やロボットの
活動支援サービス活動支援サービス

人間活動支援人間活動支援
サービスサービス

時空間データ分析、モデリングなど。時空間データ分析、モデリングなど。
特にセンシング技術とシミュレーション技術の融合による特にセンシング技術とシミュレーション技術の融合による
44次元時空間情報のリアルタイム生成・更新次元時空間情報のリアルタイム生成・更新

44次元時空間情報次元時空間情報

＋測位基盤＋測位基盤
((共通インフラ共通インフラ))

ITS (Intelligent 
Transport System)

Robotics

Location-Based Service

（Environment, Mobility, Security etc.）

•Seamless positioning
•Standardization of location description
•Identification code for location and geo-objects.
•Retrieval of geo-spatial information

研究開発の方向？

国土・都市・交通
マネジメントや

サービスサイエンス
などとの連携

人とマシンが共に利用し、

共有する「4次元電子地図」

ソーシャルウェア
ファイナンスモデル、標準化
プライバシー保護
個人情報の保護と利用の両立ルール
など

ロボット技術・
ITS技術、ユビキタスネッ

トワーク技術との連携




